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2301. 輝くフローニンゲンの夜空 

夕食後、フローニンゲンの夜空の美しさに思わず息を飲んだ。時刻は七時を過ぎた頃であり、ちょう

ど夕日が最後の輝きを振り絞っている。その輝きがフローニンゲンの空を見事に照らしている。夕

日が沈む方角はオレンジ色になっていて、そこから距離を経るにつれて暮れかかる青い空が広がっ

ている。居ても立っても居られなくなった私は、書斎の窓の方に駆け寄り、窓に顔を近づけながら暮

れゆく夜空を眺めていた。 

遠くの空に三日月が出ている。そして、その三日月から西に行ったところに一番星のようにきらめく

星の姿を見つけた。それは、書斎に鳴り響くサン=サーンスの音楽世界と合致するような夜空のよう

に思えた。 

自然とはなんと美しい美を顕現させることができるのだろうか。そして、人間はなぜそれを見て美し

いという感情を抱くのだろうか。自然の持つ美とそれを美だと捉える人間の感性に対する関心は尽

きない。そして、私がそうした自然の中に美を見出すようになったという発達プロセスについても見

逃すことができない。美意識が進化し、深化していく。 

哲学の領域の中でも、とりわけ美学の領域は私を捉えて離さない。もちろん私は美学を専門として

いるわけではなく、これまで美学に関する専門的な学びを得たこともない。だが、欧州に来て以降、

美学というものが私の中で極めて重要なものとして立ち現れている。人は何を持って美を感じ、どの

ようにして美意識というものが育まれていくのか。そうした事柄に対する関心は尽きない。 

さらに、そのようにして育まれた美意識は他の実践領域の中でどのように具現化されるのかというこ

とにも関心を持っている。フローニンゲンの華麗な夜空は、私の中で大切にしている関心事項をも

う一度呼び覚ましてくれたかのようだ。 

今日はこれから、「デジタルラーニングと学習環境」のコースで課せられているグループ課題に取り

組む。予定では今日の午後に取り掛かろうと思っていたのだが、ついついここまで引き延ばしてし

まった。というのも、午後一番には協働プロジェクトの仕事があり、その後作曲実践を挟んで、一時

間ほど和書を読んでいたからである。グループ課題に取り組むよりもそれらの方が重要であるように

その時の私には思われた。 
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ここから集中して、グループ課題で担当している箇所の文章を執筆していく。ちょうど明日、この課

題に一緒に取り組んでいる友人のハーメンとランチミーティングを行う予定になっている。それまで

に自分の担当箇所の文章を仕上げ、明日のミーティングではこの課題を満足のいく形でやり遂げ

れるように最後の役割分担をしたい。 

今日は本当に素晴らしい夜である。明日もこのような夜が訪れることを願う。フローニンゲン：2018/3/

20（火）19:30　　　 

2302. 今日の過ごし方 

今朝は六時過ぎに起床し、六時半頃から一日の活動を開始させた。ここのところ七時近くまで睡眠

を取っていたことを考えると、今日はいつもより早い起床となり、ようやくいつも通りの生活リズムに戻っ

たと言える。昨夜はそこそこ早く寝たことが功を奏したのかもしれない。起床後、すぐに私の目に飛

び込んできたのは、フローニンゲンの街を覆う濃い霧である。 

白く濃い霧が外の世界を包んでいた。天気予報を確認すると、今日は昼前に一度雨が降り、夜か

らまた雨が降るようだ。今日は午前中から夕方にかけて大学キャンパスで過ごす必要があり、その

際の移動にはあまり支障がないようである。 

今日も昨日に引き続き、サン=サーンスの曲を聴いていこうと思う。ここ数日間は、サン=サーンスの

音楽世界の何かに取り憑かれたかのように彼の曲を聴き続けている。おそらく今日もそのような一

日になるだろう。今日は仕事量としては多くないが、幾つかのミーティングを含め、人と話す機会が

多い一日になる。まずは、昼食前に行われる「デジタルラーニングと学習環境」のコースの最後のク

ラスに参加する。 

早いもので今日が最後となるこのコースからは随分と多くのことを学んだ。実質的には来週またクラ

スがあるのだが、その時は受講生からのプレゼンテーションのみとなる。今日のクラスが終わると、

同じくこのコースを履修している友人のハーメンと共に学内のカフェに行き、そこでランチミーティン

グを行う。お互いのインターンの進捗状況を話し合いながら昼食を摂り、その後、このコースのグルー

プ課題について話し合う。 
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私の考えとして、グループ課題の論文の編集作業を全て私の方で担い、来週のプレゼンテーショ

ンをハーメンにお願いをするというのが一番良さそうだ。ハーメンとのミーティングが終わったら、学

内の別のカフェに移動し、そこで研究アドバイザーのミヒャエル・ツショル教授とミーティングを行う。 

そこでは、研究の進捗状況を報告することが趣旨になる。四月の後半からそろそろ本格的にこの研

究に関する論文を執筆しようと思う。すでに小さく文章を書き始めているのだが、四月の後半からは

より本腰を入れて執筆をしたいと思う。ツショル教授とのミーティングが終われば、その足で教育学

部の建物に移動し、そこでプログラムコーディネーターのマイラ・マスカレノ教授とミーティングをす

る。 

これまでの私のプログラムの進捗状況について報告をすることがそのミーティングの趣旨だ。このミー

ティングが終わるのは、おそらく夕方の四時ぐらいだろう。そこから行きつけのチーズ屋に立ち寄り、

自宅に戻る頃には五時近くになっていると思われる。今日はそのような形でクラスに参加することと

何人かとミーティングを行うことによって時間が過ぎていくだろう。自宅に戻り次第、ゆっくりと日記を

執筆し、作曲実践を行いたいと思う。フローニンゲン：2018/3/21（水）07:00　　　 

No.900: Dance of Spring 

Although it is raining now in Groningen, I feel as if my heart were dancing. I convince myself that 

spring continues to dance in an invisible way. Groningen, 09:51, Wednesday, 3/28/2018 

2303. 深化の原理と自己対峙への恐れ 

憐れみ深い日々が自分の中で続いている。慰めと祝福が染み渡るような毎日が今日も過ぎていく

のだと思えて仕方ない。天気予報では昼食時あたりに雨が降るそうなのだが、今はそのようなことを

一切感じさせないような空である。空はうっすらと晴れており、雨の予感など微塵もない。 

先ほど過去の自分の曲を聴き返していた時、葛飾北斎と横山大観の名前が脳裏に浮かんだ。彼ら

は一生涯を通じて芸術探究に身を捧げた偉人である。彼らが高齢になってからもなお一層精進に

励み、絶え間ない自己批判をしながら前に進んでいた姿はとても励みになる。学術探究と同様に、

芸術探究にも終わりなどないのである。 
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自己がどこまでも深まりを見せていくのに応じて、学術探究も芸術探究もどこまでも深まっていくの

だ。今進めている学術探究も作曲実践も何も焦ることはないのだ。ただ愚直に着実に、毎日それら

の活動に取り組んでいくという継続性が大切になる。一つ一つゆっくりと深めていけばいいのである。

それが深化の原理であろうし、それ以外の形で深められるものはまやかしに過ぎないのだと思う。 

数日前から、ここ最近編集が滞っていた過去の日記をまとめ直すということを行っている。気づかな

いうちに日記の数が2000を超えていたが、今編集に取り掛かっているのは500あたりの記事である。

ちょうどある記事を読み返している時に、その記事の下に執筆された日付が付されていた。この日

を境に、私は自分の日記に日付を入れるようになった。 

おそらくこの日に自分の中で何かがあったのだろう。自分の日記に日付を刻印しなければならない

と思った何かがあったに違いない。時間はかかると思うが、ここから少しずつ過去の日記の編集に

も時間を充てていきたいと思う。 

朝食の果物を食べている時、人は恐ろしいほどに自己と向き合うことをしないということに改めて気

づいた。おそらく、人は自己と向き合うことをどこかで恐れているのだ。私がSNSをほとんど使わなく

なってから随分と時間が経った。本音を言えば、いつかEメールですらも使わないようにしたいと思っ

ている。 

SNSを使う衝動の裏には、自己と真に向き合うことへの恐れがあるのではないかと思う。SNSによる

繋がりなど真の繋がりではないのではないか。SNSによる共有など真の共有では決してないのでは

ないか。そんなことを強く思う。SNSを使えるほどに成熟した人間と、SNSに飲み込まれる未成熟な

人間の二つに分かれているように思え、そして前者のような人間は本当に稀だということを思う。 

真の孤独さの中で自己と対峙することに恐怖感が付きまとうということはとても理解できる。自分自

身を振り返ってみたときに、他国で何者でもないところから出発する体験は、孤独さの中で自己と対

峙する機会であったように思う。 

自己と向き合わざるをえないという体験は、もちろん苛酷であったが、それは私の成熟にとって欠か

すことのできないものだったように思う。まやかしの繋がりを排除して、これからも自己と世界と対峙

し、それを通じて自己と世界へ深く関わっていこうと思う。フローニンゲン：2018/3/21（水）08:58　　　 
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No.901: Learning Music Theory 

Although I have no intention to be an analyst for musical works, it would be intellectually exciting 

if I can understand each musical work in a deeper way. To grasp music at a deeper level, learning 

music theory would be beneficial for me. Groningen, 18:22, Wednesday, 3/28/2018 

2304. あの飛行機雲のように 

充実さの中で今日も一日が過ぎて行った。日々が充実していると言う必要のないほどに、毎日が充

実感で満たされている。日々は充実感の化身であったのだ。 

夕方の五時半を迎えたフローニンゲン。今日は結局一度も雨が降らず、朝一番の天気予報は外れ

た。今日は夜から明日の朝にかけて雨が降るようだが、それはチーズ屋の店主が笑いながら述べ

ていたように、心配する必要はない。なぜなら、私たちはその時間に寝ているのだから。 

大学からのキャンパスの帰りに行きつけのチーズ屋に立ち寄り、そこで店主の女性といつものように

何気ない世間話をしていた。私が「今日の夜から明日の朝にかけて雨が降る」と述べると、店主は

すかさず上記のような機転の効いた返答をした。店主もそれを言いながら笑っていたが、私も笑っ

た。確かに、私たちはその時間帯は眠っているのだ。一体何を心配する必要があるだろう。 

今この瞬間のフローニンゲンの空には幾筋もの飛行機雲が姿を見せている。こうした様子は時々見

かける。フローニンゲンの空に浮かぶ飛行機雲を見るたびに私は、次に自分はどこに行くのかと空

想を広げる。本当に私は次にどこに行くのだろうか？それは誰にもわからないし、私にもわからない。

それでいて、私は間違いなくこれからまた別の場所に行くのだ。 

私を含めて、誰にもわからない形で自分の人生が進行していることに改めて驚く。同時に、そうした

人生の様子に対して敬虔な気持ちにもなる。人生において分かっていることなど少ないのではない

か。分かっていることと言えば、もしかすると今日の夜に雨が降るか否かぐらいのことでしかなく、チー

ズ屋の店主が見事に指摘していたように、それはほとんど重要ではない。 

人生において本当に重要なことは予想を超えたところからやって来るのだろう。人生における重要

なことは、本質的には未知なのだ。未知なものの中に重要性が存在しているのだ。であれば、未知
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なる世界に積極的に足を踏み入れていこうという気持ちになる。未知なるものへの耐性、いや、未

知なるものとの一体感が増せば増すほどに、未知なるものは自分の人生にとって大切なことを開示

してくれる。そうに違いないと思う。 

遠くの空に、また一筋の飛行機雲が姿を現している。現在進行形でその飛行機は西から東へと進

んでいる。一体あの飛行機はどこに向かっているのだろうか。私も一体どこに向かっているのだろう

か。 

それは肯定的な意味で本当によく分からない。よく分からない世界の中をよく分からずに歩いてい

くことは、この世界を生きる宿命的な事柄なのかもしれない。どれだけ自分の人生や世界そのもの

を分かろうとしても、分かる範囲などたかが知れている。だが、それでも私は自分の人生や世界をよ

く分かろうとする態度を放棄してはならないように思う。 

それらを分かろうとする態度があってこそ、自分の分かる範囲を超えた世界からの開示が目の前に

現れるような気がしてならない。未知な事柄に対して無知な者に、未知は真実を開示しない。未知

な事柄を何とかより良く理解しようと努める者に、未知はその真実を私たちに開示してくれるのだ。

自分の存在がますます飛行機雲のように思えてくる。フローニンゲン：2018/3/21（水）17:51　　　 

No.902: Morning with Lingering Coldness 

It is still cold this morning. Yet, I can see many people on the road who are commuting. Yes, I’ll 

also start to work from now. Groningen, 07:51, Thursday, 3/29/2018 

2305. 今日を振り返りながら 

就寝に向けての仕事に取り掛かる前に、今日の事柄をもう少し振り返っておきたい。今日は午前中

に「デジタルラーニングと学習環境」のコースの実質的に最後のクラスに参加した。来週は、グルー

プ課題をもとにした受講生からのプレゼンテーションが行われるだけであるため、講義形式のクラス

は実質上、今日で最後であった。このコース全体を振り返ってみると、かなり多くの学びを得たよう

に思う。四月の上旬にワルシャワとブダペストに行く前に、このコースの試験があるため、もう一度コー

スで取り上げられた論文や講義資料を繰り返し読み直したいと思う。 
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今日のクラスの中で一つ印象に残っているのは、私たちは現実世界の具体的な事例から多くのこ

とを学ぶが、単にそれをケーススタディとして提示するだけではなく、事例と合わせてメンタルモデ

ルを提示する方が学習効果が高いということである。 

個人的に、この調査結果は経験上納得いくものであった。実際の調査は、生物学や物理学の理解

度に関するものであり、その時に現実世界の現象を単に事例やアニメーションとして学習者に提示

してもそれほど学習効果はなく、それをモデル化した上で提示した方が学習効果が高いことを明ら

かにしていた。 

もちろん、この調査において注意をしなければならないのは、調査対象領域に関する点であり、同

時にこの調査がメタアナリシスやシステマティックレビューのような包括的な調査ではない点である。

そうしたことを考慮に入れながらも、とりわけ成人学習においては、錯綜とする現象をモデル化し、

そのモデルを通じて現実世界の現象を再解釈していくことは大切になるだろうと思わされた。 

複雑な現象を複雑なままに扱おうとしていては、私の思考能力は追いつかない。その際に、現象の

枝葉末節は捨象し、現象の本質を抽出してモデル化を行う思考の枠組みを獲得することは重要だ

ろう。以前の日記で書き留めていたように、モデル化の限界と盲点について理解しておかなければ

ならないが、おそらく多くの成人学習者はモデル化の能力に課題を残しているように思える。 

どの領域においてもモデル化ができる能力レベルというのは、カート・フィッシャーの尺度を用いれ

ば、システム構築段階（レベル11）に該当するだろう。「システム構築化能力」と「メンタルモデル」は、

随分と前から私の関心の一つであり、これからより本格的にその探究を行っていこうと思う。 

クラス終了後、友人のハーメンと一緒にランチミーティングを行った。ハーメンと一緒にこのコースの

グループ課題に取り組んでおり、昼食を食べた後に今後の方針について話しあった。ハーメンとの

ミーティングはいつも生産的であり、意思決定が速やかに行われる。今日のミーティングもいつもの

通り時間がかからず、残った時間でお互いの近況や今後のことについて色々と話した。 

今週の土曜日は、このグループ課題に午前中から取り組みたいと思う。課題として取り組むべきも

のもあと一つとなり、この課題も終わりに近づいている。日本企業との協働プロジェクトにせよ、大学

の事柄にせよ、諸々のことが終わっていく。そして、何かが終わればまた何か新たな事柄が始まる。 
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人生が一つの流れであるならば、そこには本当に終わりも始まりもないのだろう。自分の人生が個

人的なものではなくなり、一つの巨大な縁起に思え始めてくる。私にできるのは何かを終わらせるこ

とでも始めることでもなく、この大河に関与し続けていくことだけだ。フローニンゲン：2018/3/21（水）

18:14　　　 

2306. ロンドンでの学会に向けて 

友人のハーメンとのランチミーティングを終えた後、学内の別のカフェテリアで研究アドバイザーの

ミヒャエル・ツショル教授とミーティングを行った。研究の進捗に関する話をする前に、今年の六月に

ロンドンで行われる国際学習科学学会について話をした。今回提出した論文が無事に採択され、

当日の学会で発表する機会を得た。私が第一著者を務めるため、発表をするのは私であり、今回

は自分だけが学会に参加するつもりでいたのだが、どうやらツショル教授もこの学会に参加するよう

だ。 

「これまで毎回この学会に参加していた」とツショル教授は述べており、今回は参加を見送ろうかと

思っていた矢先、私が発表の機会を得たため、これを機会にこの学会に参加しようと思うに至った

らしい。もともとツショル教授は、今回の学会の開催場所であるロンドン大学で教育科学に関する博

士号を取得している。そのため、ロンドンには知人が多いそうだ。知人への挨拶も兼ねて、ロンドン

に足を運ぶことにしたらしい。 

実は、私はまだロンドンの街を訪れたことがない。ヒースロー空港には何度か降り立っているが、ロ

ンドンの街を歩いたことはまだ一度もないのだ。研究の進捗について話す前に、ロンドンの街やロ

ンドン大学について、ツショル教授の話をあれこれと聞いた。ツショル教授の博士課程在籍時のエ

ピソードも含め、随分と多くの面白い話を聞くことができた。 

博士課程在籍時の話の流れを受けて、これまで聞けずにいたツショル教授のルーツについて話を

伺ってみた。すると、ツショル教授はドイツ人ではなく、オーストリアの出身だったことが判明した。そ

して、幼少時代は長い間イタリアで生活をしていたそうである。正直なところ、これほどまでに国籍が

謎だった人は過去おらず、ツショル教授がオーストリアの出身だったことに少々驚かされた。 
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その後、研究の進捗に関する本題に移っていった。私の方から、前回のミーティング以降に進めて

きた研究内容について説明をした。他の定量化基準の可能性の模索に関する論点について触れ、

その後に、ツショル教授が前々から興味を持っていたフラクタル次元を特定する分析手法について

私の方から解説をした。 

解説したのは、「標準化分散分析」と呼ばれる手法で、簡単な時系列データをその場で作り、それ

を具体例として用いながら、その手法の数学的な処理についてこちらの方から解説をした。次回の

ミーティングに向けてこれからやるべきことは、もう一度文献調査をし、活用することが決まった三つ

の定量化基準の使用を裏付ける過去の研究なり理論なりを調べることである。一つの基準に対して

少なくとも三つぐらいの論文を見つけようと思う。次回のミーティングまでに、再度文献調査をした結

果を文章としてまとめていく。 

それは実際の論文で執筆する文献レビューの形として書き進めていいだろう。今回の研究論文の

提出を六月の中旬に定めているため、ここからは探索的に研究をするのではなく、意思決定をした

三つの定量化基準に沿ってデータ分析を行い、実際の論文を少しずつ執筆していこうと思う。フロー

ニンゲン：2018/3/21（水）20:08　　　　 

2307. 幸福への道と美学探究 

今朝は六時過ぎに起床した。先週までは七時近くまで寝ていることが多かったが、昨日から再びい

つもの起床リズムに戻ったように思う。起床してみるとすぐに、雨音が聞こえてきた。天気予報では

深夜にのみ雨が降る予定であったが、起床した時はまた雨が降っていた。改めて先ほど天気予報

を確認すると、今日は一日を通じて天気が悪いようだ。今も薄い雨雲が空を覆っている。 

起床直後、いつものようにお茶を入れた。ヨギティーの袋を開けると、ティーバッグに付されているタ

グの文言に目が止まった。そこには「幸福への道は全てに仕えることである」と書かれていた。これ

は私が最近思いを巡らせていた事柄と密接に関係している。 

この世界からの促しに応じる形でこの世界に仕えていくこと。その実践的な生活に向けてどこか開

眼させられたような経験を最近していた。まさに、その文言が示しているように、全ての存在に仕え
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ることは幸福への道なのだろう。これと関係して、昨夜も就寝前に、先日考えていた縁起への関与

について思いを巡らせていた。 

自分の日々の営みは、そもそも縁起によって生まれ、自分のなすべきことは絶えず変化する巨大な

縁起に働きかけていくことなのだと知る。自覚的に縁起に参画していくことがどれだけ大事なことか。

大袈裟かもしれないが、こうした日記の執筆ですら縁起への参画であるとみなし、それを自覚的に

遂行していきたいと思う。 

日記を執筆することや作曲をすること、そして科学研究に従事することのどれもが、縁起への関与

を具現化した実践なのだ。それらの実践に貴賎はなく、どれも私にとって意義ある実践である。そん

な思いが湧いてくると、一日をまた十分に生き抜こうという気力が湧いてくる。 

早朝の目覚めと共に、いつものようにまずは日記の執筆から一日を始めようと思っていた。しかし、

脳裏にオックスフォード大学の哲学科で美学を専門としているある教授の仕事が気になり、日記より

も先にその点について調べていた。その教授の仕事を調べてみると、“The British Journal of 

Aesthetics”に論文を寄稿していることがわかり、その論文を早速ダウンロードした。このジャーナル

にはその他にも美学、とりわけ音楽領域の美学に関する論文が豊富に寄稿されており、気になるも

のを10本ほどダウンロードした。 

音楽を中心とした美学への探究心が日々高まっていく。ダウンロードした論文はどれも私の関心を

引くため、今日中に何本かを読み進めたいと思う。美学を専門的に探究したいと思う一方で、音楽

に関する私の最大の関心は曲を作ることであることを忘れてはならないと思った。 

音楽に対して美学の観点から探究することも、科学の観点から探究することも非常に大事であり、

それらに対する関心は高いが、兎にも角にも曲を作るという創造行為を最優先にしたいと思う。作

曲実践を主にし、音楽を美学的・科学的に探究していくのはその補助としたい。そうした関係性を

維持しながら音楽についても探究を深めていく。雨が静かに降る早朝にそのようなことを思った。フ

ローニンゲン：2018/3/22（木）07:06　　　　 
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2308. 対話の意義を再度実感しながら 

相変わらず今日は冴えない天気なのだが、そうした天気が一切意識に上らないほどに午前中の仕

事は充実していた。何を行っていたかというと、あるクライアント企業さんのマネージャーの方々と対

話をさせていただいていた。それは形としては、こちらから提供する「コーチング」と呼ばれるものな

のだが、本日の二名の方との対話がどれだけ私にとっても意義があったかは計り知れない。「対話」

というものには何か特殊な力があるのだ。 

探求的かつ自己開示的な対話には、対話の当事者双方の存在を深めていく力がある。今日もそ

れを実感していた。人間発達を骨子にする形で、成長支援プログラムの開発、成長度合いの測定

手法の開発など、成長支援を意図したコーチング以外にも多くの観点から日本企業と協働をさせ

ていただいている。それらの全てを私は大切にしているが、今回のプロジェクトを経て、またコーチ

ングの意義を見つめ直すことになった。 

同時に、自分のコーチングに関する理解と技量についても再度冷静に見直すことを迫られたように

思う。そうした中で、今日の対話の時間のように、貴重かつ尊い時間をクライアントの方と過ごせたこ

とは本当に幸運である。来季もこうした対話の時間を持てることはどれだけ有り難く、どれだけ自分

を支えてくれることか。対話の持つ本質的な力と意義に感銘を受けたため、ここに記しておきたかっ

た。今日は午後からも、もう一件ほど対話の機会がある。それに向けて昼食後に改めて準備をした

い。 

書斎の窓から外を眺めると、裸の街路樹が風に大きく揺られている。どうやら今日は風が強いようだ。

この瞬間には雨は降っていないが、薄い雲が空を覆っており、太陽は一切見えない。午後のどこか

の時間帯で雨が散発的に降るようだ。 

今朝方、郷愁の後に心が晴れ渡るような感覚に陥っていた。時々そうした感覚に襲われるのだが、

今朝はまたこの感覚が現れた。物寂しさの中に潜む喜びの感情と表現したらいいだろうか、一抹の

侘しさの感情が過ぎ去り、その後になんだか心が晴れるような気持ちになったのである。 

午後からのセッションが終われば、朝一番にダウンロードした美学に関する論文を何本か読み進め

ていきたい。それらの論文を読むことに合わせて、作曲実践にも時間を十分に充てたいと思う。今
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日の残りの時間は、美学探究と作曲実践に納得のいくまで取り組みたい。フローニンゲンの街の寒

さは相変わらずだが、春はやがてやって来る。それを信じて今日の残りの時間を過ごしていく。フロー

ニンゲン：2018/3/22（木）12:06　　　　　 

2309. 欧州での日々と美学探究へ向けて 

夕方からパラパラと小雨が降り始めた。今日もこれから就寝に向かっていき、一日が静かに終わっ

ていく。一日が始まりから終わりに向かっていく速度というのはこれほどまでに早いものなのだろうか。

いや、今日一日を振り返ってみたとき、その速さを一度たりとも感じなかった。 

気づけば一日が終わりに差し掛かっていたのであるから、時の流れが遅かったとも早かったとも言

えるものではないように思える。気づいたら一日が始まっていて、また気づいたら一日が終わりに迫っ

ていたという感じなのだ。本当に欧州での毎日はこのような形で過ぎていく。一日が一週間のように

も思えるし、同時に、一日は一瞬であるようにも思える。そんな不思議な時間感覚の中で毎日を過

ごしている。 

今日は午後の三時あたりに仕事を終え、その後から作曲実践に取り掛かっていた。ベートーヴェン

の曲に範を求めながら一曲ほど曲を作った。昨夜ふと、ここで一旦ベートーヴェンから少しだけ離

れ、モーツァルトの曲に範を求めようと思った。実際に昨夜の段階で、書斎のソファーに積み重ねら

れた書籍の中からモーツァルトの楽譜を取り出し、それを机の横の椅子の上に置いていた。 

今日の夜にもう一度作曲実践に時間を充てようと思っており、その際にモーツァルトの曲に範を求

めようと思っていたが、その前に先ほど作った曲をアレンジする形で一曲新たに作りたい。先ほどは

長調の曲を作っていたため、それを短調にアレンジする形で新しい曲を生み出したい。先ほど曲を

作った時に、工夫の余地のある場所を見つけたため、そのアイデアを活かす形で今夜の作曲を行

いたい。モーツァルトの曲を参考にするのは明日の楽しみにする。 

今も引き続き小雨が降っているようだ。明日は一日中曇りとのことであるが、どうやら来週からはまた

少し天気が崩れるらしい。最低気温がマイナスになる日も相変わらず続く。今日はこれから就寝前

の作曲に向けて、今朝ダウンロードした美学に関する論文を読み進めていきたい。とりわけ、音楽

に関する美学の論文を何本か集めた。 
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これから少しずつではあるが、美学に関する探究を自分なりに進めていきたい。それは何より自分

の作曲実践をより豊かにすることを目的にしており、またそれ以上に重要なことは、自分の人生その

ものをより豊かにしていくことである。美学の探究を通じて、作曲に関する思想的な深さを養ってい

き、自らの人生をさらに深めていくことにつなげたい。いつか本格的に美学の領域を探究したいと

いう思いがあることをここに書き留めておく。フローニンゲン：2018/3/22（木）18:08　　　　　　 

2310. 土地勘のない領域の文献の読み方 

夕食を摂り終え、これから就寝に向けてもう少し一日の活動を続けていく。今日もここ数日に続いて

サン=サーンスの曲をずっと聴いている。今もなお書斎にはサン=サーンスの音楽が静かに流れて

いる。先ほど夕食前に美学に関する論文を読んでいた。 

美学は私の関心領域ではあるが、専門外であるということから、この論文からは随分と考えるきっか

けのようなものを得た。就寝前の作曲実践に向けて、もう何本か論文を読んでいく。ただし、私は改

めて、自分は創ることを最優先にしなければならないと思った。日記と作曲という創作行為を何より

も大切な実践とする。極言すれば、読むことはもう二の次であり、読書は創作行為を補完するという

立場を超えてはならない。読書から得るものが相も変わらずに多いことは承知している。 

だがそうだとしても、読書が最優先される活動であってはならない。とにかく自ら何かを生み出して

いくこと。文章を書き、曲を作るということを最優先させていく意思は揺らがないようにしたい。間接

的には、読むことによってこの世界に関与することも可能なのだと思うが、より直接的に文章や曲と

いう形を生み出すことを通じてこの世界に関与していく。何よりもそうした創作実践が大切だ。 

先ほど、論文の読み方について改めて考えていた。以前にも論文の読み方について書き留めてい

たと思う。今回は以前に書いていたことに加え、また少しばかり新しい観点が生まれた。おそらくこう

した観点がもたらされたのは、先ほど読んでいた論文が自分にはあまり土地勘のない領域の文章

だったことが影響しているだろう。 

とりわけ、土地勘のない領域の論文や書籍は懇切丁寧に文章を読み進めていてはならないと改め

て思う。例えば、初めて訪れる場所において、確かに慣れない土地であるがゆえに慎重に歩き進

めることはあるかもしれないが、そこの土地勘がないからといって、足元の一歩一歩だけを見ながら
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歩いていては目的地に辿り着くことはできないだろう。おそらく賢明なのは、目的地を明確に定め、

そこに向かうまでの道を大まかに把握し、足元の一歩一歩をわざわざ確認するのではなく、その目

的地まではざっと一度歩いてみることだろう。 

一歩進んでまた一歩戻ってなどを繰り返したり、一歩に時間をかけていては、結局目的地に辿り着

けぬままに途中で迷子になるだろう。これと同じことが土地勘のない分野の論文や書籍を読む際に

往々にして起こっているのではないかと思う。仮にその土地に馴染みがないのなら、一度全体を歩

いてみるのが良いと思う。一つの論文に関しても、ざっとその論文を読み、大まかな要旨を捉えて

いく。 

ある道を一度通っただけで細部を全て記憶することができないように、一度で全ての文章を理解す

ることができないのは当然である。まずは目的地を明確に定め、論文であれば概略を丁寧に読み、

そこからざっとその論文全体を読んでいくことが望ましいだろう。 

全体を通して読んでみて、その論文が重要だとわかれば、何度もある場所を訪れる中でその場所

をよりよく知っていくように、その論文を繰り返し読んでいけばいい。土地勘のない領域の論文や書

籍に関しては、長く一箇所に滞留することなく、上記のような読み方を心がけたいと思う。これからそ

の読み方を通じて何本か論文を読み、就寝前の作曲実践に取り掛かりたい。フローニンゲン：2018/

3/22（木）19:43　　　　　　 

2311. 宇宙旅行と河川敷に佇む夢 

今朝は六時に起床し、六時半から今日の活動を開始した。六時半の現在の時刻において、フロー

ニンゲンの街はうっすらとした霧に包まれている。白い霧と夜が明けてくるコントラストがここにある。

だが、どうやら今日は一日を通して曇りのようだ。昨夜に降っていた雨がまだ地面を濡らしている。

ここから来週にかけて天気が悪い。日曜日だけ晴れマークが付いているが、来週の金曜日までは

一日のどこかで必ず雨が降るようだ。 

それに対しても、もしかすると数日前に行きつけのチーズ屋の店主が述べていたような態度でいる

ことが重要かもしれない。泰然として優れない天気と共に歩いていくという姿勢を持ちたい。あるい

は、「優れている」「優れていない」という天気に対する価値判断そのものを見直したい。天気がいか
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ようであっても、仮に自分の内側に充実感と幸福感を見出すことができるのであれば、崩れた天気

も優れた天気になるのではないか。そんなことを思いながら一日の仕事に着手することにした。 

今朝方の夢の中で、私は宇宙旅行に出かけた。それは何か新婚旅行のような形で行われた。その

旅行は小さなロケットで実現された。このロケットは小型であり、かつ縦長ではなく、横長の作りになっ

ている。ロケットの打ち上げの場には親族と何人かの友人が見送りに来てくれていた。新婚旅行とし

て行われる宇宙旅行の出発に向けて、私たち二人はロケットの中に乗り込んだ。 

いよいよロケットが打ち上げられ、私たちは地上にいる人たちに手を振っていた。彼らの姿が見えな

くなったところで、ロケットの中でくつろごうとしていたところ、宇宙空間に出たロケットがすぐさま地上

に向かい始めた。ロケットの中でゆっくりと時間を過ごすことなどできず、ロケットは着陸準備に向け

たアナウンスを流している。ロケットの中で私たち二人は笑いながら、すぐさま着陸に向けた準備を

始めた。気づけばすでに私たちは地上に着陸していた。 

その次の夢の場面では、私は河川敷の野球場で野球の試合に参加していた。私はサードを守って

おり、あと一人打ち取れば試合終了だったのだが、味方のピッチャーが投げた球を相手のバッター

が見事に打ち返し、センターの方に転がっていった。 

確かにそれはヒットになる当たりであったが、それ以上ではなかった。しかし、味方の守備が極めて

脆弱で、単なるヒットになるはずが、もたついている間にランニングホームランとなってしまった。相

手チームが歓喜に沸く中、私たちは守備の陣形についてもう一度話し合った。そこから再び試合が

開催されると、私は野球場ではなく、今度は河川敷のサッカー場に向かう道の上にいた。 

私は、前をゆっくりと自転車で走る二人の友人の後についていく形で、走ってサッカー場に向かっ

ていた。前回の練習か試合で負った擦り傷についてだいぶ良くなったと私は友人に述べた。今日

の練習はどのようなものになるかについて期待を交えて二人の友人と話しながらサッカー場に向かっ

た。しかし、途中で友人と別れて、私は少し道草を食う形で河川敷から景色を眺めたいと思った。 

すると河川敷に一人のサッカー選手が立っていた。その人物は今も現役を続ける伝説的な選手で

ある。私はその選手と親しい仲であるようであり、気軽に声をかけた。親しい間柄であるためか、そ

の選手は笑いながら私に対して、自分が着ている服にはセンスがないと述べた。 
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練習に行くのによそ行きの服を着る必要はないと思い、適当にその辺りに置いてあった上着を羽織っ

て来たことをその選手は見抜いていた。また、その服は丈が長く、特に腕の部分が長い作りになっ

ていて、手が見えないぐらいに余分な部分があった。 

その選手から思わぬ指摘を受け、私はその上着を脱ぎながら、その選手に前期は何点取ったかを

質問した。するとその選手の表情が少し変わり、真剣な面持ちで「それほど取れなかった」と述べた。

「あの世界で点を取ることは本当に難しいですよね」とねぎらいの言葉を私はかけた。その選手と私

は、ゆっくりと流れる河川をしばらく一緒に眺めていた。フローニンゲン：2018/3/23（金）06:54　　　　　　　 

No.903: Hope in Spring 

The weather in Groningen has been unstable for a long time. However, I can find hope in this 

weather, which may originate from the intrinsic power of human to discover hope in any situation. 

Groningen, 08:54, Friday, 3/30/2018 

2312. 企業社会と美意識 

時刻が七時に近づくと、辺りは少しずつ明るくなってきた。ただし、昨日に引き続き、今日もまた薄

い雲が空全体を覆っているため、その明るさは十分ではない。そうした中、ふと今朝の起床時に床

の上に横たわっている時に聞こえてきた小鳥たちの鳴き声について思い出した。数羽の小鳥たち

がとても爽快な鳴き声を奏でていた。 

私は目をつぶりながら、美しい合唱曲とでも形容できるようなその鳴き声に耳を傾けていた。しばら

くその鳴き声を聞いていると、あるところでそれは静かに終わりを告げた。その瞬間に私は目を開け、

活力に満たされた状態で一日を始めることにした。今朝の目覚めはそのような形だった。 

実は小鳥の鳴き声を聞く前に、夢の中で私は誰が作曲したのかはわからない美しい曲に耳を傾け

ていた。実際には、夢見の意識の中で、その曲の楽譜が立ち現れ、その楽譜を目で追いかける形

でその曲を聴いていた。音楽が出現する夢は、欧州での二年目の生活が始まってからたびたび現

れるようになった。これまでの人生において、夢の中で音楽が流れることはほとんどなかったため、

欧州での二年目の生活はやはり私の中で転換期に当たるもののようだ。 
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昨夜、美学に関する論文を何本か食い入るように読んでいた。その中で、経営学者として有名なエ

ドガー・シャインが企業社会と芸術を関係付けることを意図して執筆した短い論文に出会った。シャ

インも学術研究のみならず、スケッチをするという創作活動を長らく続けているようだ。論文そのもの

は経営学者のそれであり、美学という哲学領域にまで踏み込むような考察はそれほどなかったが、

興味深く読んでいたことは確かだ。 

シャインという経営学者も芸術の意義を認め、また一人の芸術家として活動を行っているということ

は、少しばかり私の励みになった。企業社会と美意識というのは、ここ最近私の中で立ち現れてき

た探究主題である。もちろん、純粋に音楽に関する美意識の発達過程を探究することが、今の私を

大きく惹きつけている。それに付随して、音楽の領域のみならず、企業社会における美意識の意義

とその発達過程を探究するような試みにもこれから本格的に着手していきたい。 

今はそうした探究に向けた準備的な探究をしている最中である。何本か美学の論文を読んでみると、

実に興味深い論考が多く、美の捉え方と美の探究に関してこれまでにはない観点が獲得されたの

は明らかであった。こうしたことは自らの美意識を育む上でも重要であろうし、作曲実践にも何らか

の好影響を与えるだろう。しかし、美学の論文に対する価値を認めながらも、やはり私は創作行為

そのものを何よりも大切にしようと思った。 

昨夜から創ることへの意識がまた高まり始めている。読むことは創ることの補完であって、決して主

ではない。絶えず絶えず創ること。創造に次ぐ創造の中で毎日を生きていくこと。その姿勢を最後

の日まで持ち続けたいと思う。フローニンゲン：2018/3/23（金）07:15　 

No.904: Coronation of Spring 

I’m longing for the coronation of spring. However, I know that it is coming soon. Groningen, 

08:20, Saturday, 3/31/2018
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2313. インターンレポートの執筆と編集作業について 

やはり早朝の六時に起床すると、午前中に随分と仕事がはかどるような気がしている。仮に起床す

る時間が後ろに一時間だけずれると、それは午前中の仕事から得られる充実感を随分と削ぎ落とし

てしまうように思える。 

昨日までは連日サン=サーンスの音楽を聴いていたが、今日からはベートーヴェンのピアノ協奏曲

だけを繰り返し聴いていこうと思う。今聴いているCDに収録されている曲は全部で三時間ほどであ

るため、今日は四回ほど繰り返し聴けるだろう。明日もまたベートーヴェンのピアノ協奏曲だけを繰

り返し聴くかもしれない。今日はこれからインターンレポートの執筆に集中して取り組む。 

できれば今日のうちに全体のドラフトを完成させたい。最大で4500字ほどのレポートであるため、分

量としては多くもなく、少なくもないという印象である。インターンの最中に、毎日リフレクションジャー

ナルを執筆していたこともあり、そこから幾つかの出来事を引用し、加筆修正を行っていくことがで

きるだろう。また、こうしたジャーナル的な文章のみならず、一つのセクションでは科学論文のような

内容を盛り込むことが要求されている箇所もあるため、一人称的な記述と三人称的な記述の双方を

うまく取り入れていきたいと思う。今日の内側のエネルギー状態を見ていると、おそらく一気呵成に

このレポートのドラフトが出来上がるのではないかと思う。 

先ほどの日記に書き留めていたように、私は時折、何もかも一度全て脇に置き、創作活動だけに打

ち込みたいという衝動に駆られることがある。今は大学に所属しているし、現在関与している協働プ

ロジェクトが幾つもあるため、現時点においてそれを行うことはできない。 

だが、数年後に一度全てを脇に置く形で創作活動だけに取り組む一年があってもいいのではない

かと思う。日々継続的に創作活動に取り組んでいるのだが、それ以上に激しい形で創作に打ち込

みたいという思いが自分の内側に姿を見せることがある。そうした年がいつ訪れるのかはわからな

いが、きっとそれは人生における節目の年としてやってくるだろう。 

これからインターンレポートの執筆に取り掛かる前に、最後に書き留めておきたいのは、仕事を小さ

く分けて継続的に取り組むことの意義である。とりわけ、過去の日記の編集を一年以上にわたって

放置していたことをきっかけに、毎日こまめに編集を行うことの意義を改めて痛感した。 
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その意義に気づいて以降、ここ数日から毎日こまめに編集を行っていくことにした。気づけば1700

本ほどの未編集の記事が積み重なっており、それに対しても土日を活用するなどして少しずつ編

集作業に取り掛かっていこうと思う。過去の日記を読み返すことによってまた新たな発見や気づき

があることは事実であるから、それを楽しみにして編集作業にも精を出していきたい。フローニンゲ

ン：2018/3/23（金）08:56　 

2314. レポートの進捗と作曲実践の持つ新たな側⾯ 

午前中の仕事を終え、先ほど昼食を摂り終えた。早朝に計画していたように、午前中はインターン

レポートの作成に集中して取り組んだ。全体のちょうど半分を午前中の間に書き終えることができた。

ひとたび筆を取り始めるともう止まらなくなる。文章をいつまでも書いていられるような感覚といつま

でも文章を書いていたいという気持ちがあった。書くことはもはや私の一部であり、自己の本質その

ものなのだろう。 

午前中に半分書き上げたこともあって、午後からは残りの半分を取り組めばいいだけとなった。午

前中の最後に、午後に書き始める箇所の出だしの部分の文書をすでに書き始めていたため、なお

一層午後の執筆作業ははかどるだろう。ここから執筆していくのは、インターン中に行った分析に

対する自分の意思決定を説明していく箇所であり、それは学術論文に基づいて書くことが要求され

ている。インターン中に取り組んでいたデータ分析の中で、数ある時系列データ分析手法のどれを

選ぶかに関して判断に悩む場面があった。 

その場面を取り上げ、結果としてどのような理由でどんな手法を選択したのかについて文章を記述

していくことが主になるだろう。ポイントは時系列データの種類とその量であり、最終的には「標準化

分散分析」を選択したが、その経緯と理由について説明をしていく。 

その後、最後のセクションとして、今回のインターンに対する内省的な文章を執筆していく。一つは、

今回のデータ分析がフローニンゲン大学のMOOCチームにとってどのような意味があったのか、ど

ういった点で貢献を果たしたのかについて説明をする。二つ目は、データ分析を含め、研究インター

ンを行う中でより良いアプローチは他になかったのかについて記述していく。 
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三つ目は、フローニンゲン大学のMOOCチームの仕事を客観的に眺めた時に、彼らの仕事がどれ

だけ実証的教育学のアプローチを採用しているかについて分析的な説明を施していく。最後の項

目としては、今回の研究インターンが研究者としての自分に対してどのような点で有益であったか

を振り返ることが要求されている。最後のセクションも勢いよく筆が進むであろうことを予感している。 

午後からの執筆に向けて、先ほど少しばかり作曲についても考えを巡らせていた。今日はまだ作曲

実践には従事しておらず、その楽しみはインターンレポートの執筆後に残してある。午後五時あた

りをめどにレポートのドラフトを全て書き上げ、そこからはゆっくりと作曲実践に取り組みたい。先ほ

ど改めて思っていたのは、過去の作曲家の曲を参考にするというのは、その作曲家の世界観や音

楽観を通じて世界を眺めることであり、同時にそれらを通じて世界を生きることなのだ、ということで

あった。 

過去の作曲家の曲を参考にするたびに、いつも不思議な感覚がしていたのはおそらくこれだった

のだ。彼らが見ていたように、感じていたように世界を生きることができるという感覚。これは彼らの

曲を参考にすることの大きな意義であり、同時に大きな喜びでもある。曲を参考にするというのは、

作曲家の世界観や音楽観を共有することであり、それらを通じて世界を生きることにつながりうるの

だということを実感している。 

絶えず過去の作品に範を求めていくというのは、何も作曲技術の向上に結びついているだけでは

なく、過去の偉大な作曲家の世界に触れる形で生きることも可能にするのだ。今日の作曲実践を

通じて、どのような世界観と音楽観の中に浸ることができるだろうか。フローニンゲン：2018/3/23（金）

13:11　 

2315. 充実感に満たされた金曜日の夜 

今日もとても密度の濃い一日だったように思う。午前中からインターンレポートの執筆に力を注いで

いたこともあり、夕方の段階でドラフトの全体を書き上げることができた。振り返ってみると、今日は

一日中文章を執筆しており、一気呵成にレポートを書き上げたという感覚が残っている。インターン

レポートだけではなく、過去の日記記事の編集も行っており、今日は四六時中自分の書いた文章と

向き合っているような日であった。 
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確かに今日の多くの時間は文章の執筆や編集に充てていたが、それでも幾つかの論文を読む時

間があったことは喜ばしい。具体的には、非線形科学の分析手法について数本ほど論文を読み進

めていた。インターンレポートを書く際に引用するためにそれらの論文を読んでいたのだが、論文

に記載されていることが興味深く、思わず深く読み込んでしまう自分がいた。これらの論文の中には、

今回のインターンレポートの執筆のみならず、現在取り組んでいる研究論文にも引用できそうなも

のが幾つかあった。 

非線形科学に関する論文以外にも、科学哲学、とりわけAI関連の哲学的な議論に以前から強い関

心があったことから、今日は何本か面白そうな論文をダウンロードした。昨日か一昨日には美学に

関する論文を何本かダウンロードし、それを昨夜読み進めていた。まだ読んでいない論文もあるが、

今日はAI関連の論文をダウンロードしたのも、やはりAIに関する哲学的な話題に強い関心を自分

が示しているからだろう。明日の夕方にはまた時間ができそうであるから、今日ダウンロードした論

文は明日に読み進めたい。 

時刻は夜の九時に近づき、いよいよ今日という一日が終わりに差し掛かっている。今日という一日

の中にあった輝きを見逃すことはなかったように思う。日々の些細な事柄に潜むきらめきに気づくと

いうことは、今の私が大切にしている日々の過ごし方である。日々の生活の中で出会う諸々の現象

には何かしらの輝きがある。 

それを毎日できるだけ捉えるように意識する。実際には、こちらが意識するとしないとにかかわらず、

そうした輝きは絶えず私の眼の前に顕現しているのだ。少しだけ心にゆとりを持ち、ちょっと立ち止

まってみると、そのありありとした輝きに気づくだろう。明日もそうした輝きを認識できるような日であっ

てほしい。そうした輝きに気づけるだけのゆとりを持った自分がそこにいることが大切だ。 

今日はこれから就寝に向けて作曲実践を行う。ちょうど昨日に案として浮かんでいた、先日作った

長調の曲を短調に変換してみるという形で曲を作る。作曲というのはもしかすると、シャドーワークと

しての精神の治癒的作用があり、同時に発達支援としての精神の変容作用があるのではないかと

最近強く思う。フローニンゲン：2018/3/23（金）20:54　 
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2316. グループ論文の執筆に向けて 

早朝、小鳥の鳴き声と共に目覚めた。今日はいつもより早めの目覚めとなり、五時過ぎに起床した。

五時半から早速今日の活動に取り掛かり始めた。昨日は午前中から集中してインターンレポートの

執筆に取り掛かっており、夕方にはそのドラフトが完成した。このドラフトはしばらく寝かせておき、

一・二週間経ってからまた読み返そうと思う。昨日と同様に、今日も文章を執筆することに力を入れ

ていく。 

ただし、力まずに肩の力を抜きながらの執筆を心がける。全身に力が入った状態では長く文章を書

くことはできない。とにかく心身をくつろがせ、できるだけ長く文章を執筆し続けることがこれからの

自分の人生において大切となる。 

今日取り掛かるのは、「デジタルラーニングと学習環境」のコースの最終課題の論文である。これは

グループ論文の形式を取っており、友人のハーメンと一緒に取り掛かっている。今日は午前中から

課題の最後のセクションに取り掛かり、午後の早い段階で完成すればと思う。最後のセクションでは、

取り上げたデジタル学習コンテンツに対する改善案を先行研究や既存の理論に基づいて提案して

いくことが要求されている。 

それに付随して、改善案を文章の形のみならず、イメージ図を用いながら説明することも要求され

ているため、図の作成にも時間を当てたい。論文全体の要旨をまとめたプレゼンテーションを来週

の水曜日に行うことになっているため、最後のセクションの執筆が終われば、プレゼンテーションに

向けた資料作りをする。当日のプレゼンテーションは各グループ10分の時間しかないため、PPTの

スライドの枚数はよくまとまったものを少しばかりこしらえるだけで十分だろう。 

昨夜は論文をいくつか読んでいたことを思い出す。数理的認知心理学が基礎としている哲学を批

判する形で、生態心理学の新たな哲学を提唱している論文が特に印象に残っている。ここ最近学

術論文を読む量がまた増えてきている。昨日に書き留めていたように、読むことよりも書くことを何よ

りも優先させているのだが、書くことが増えると必然的に読むことも増えるようだ。 

昨日は日記と曲を含めて絶えず何かを書いており、同時にかなりの論文を読むことに従事していた。

昨日も改めて、学術論文には実に面白いものや洞察に溢れたものが無数に存在していることに気
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づかされた。もちろん、一般書の価値を貶めるわけではないが、私はできるだけ多様な領域の論文

を読み続けていきたいと思う。もはや全ての論文をプリントアウトすることができなくなりつつあり、こ

こ最近は仕方なくPDF形式で読むようになっている。 

また、これまでは読んだ論文と未読論文を、論文を保存する専用のソフト上で管理していたのだが、

それが意外と使いにくく、今はクラウド上に保存するようにしている。論文の量が増えるに従って後

から検索することが大変であるため、これからはフォルダに分けて管理するようにしたい。そうすれ

ば検索が容易になるだけではなく、自分がどの領域の論文を多く読んでいるのかの傾向を掴むこと

ができるだろうし、何より、フォルダに分けていくことによって知識領域の分類が自分の脳内でなさ

れるだろう。グループ課題の論文の執筆が終わり次第、今日も何本か未読論文を読み進めていき

たいと思う。フローニンゲン：2018/3/24（土）05:50　　 

2317. 小さな積み重ねの大切さ 

クラウド上の論文を早速フォルダに分けた。当然ながら、それによって随分と情報が整理されたよう

に思う。過去の日記を編集することを怠り、結局1700本の未編集記事がたまってしまったことの反

省から、論文の整理はこまめにした方が良いと思った次第である。仮にクラウド上に千本を越す論

文があった場合、それらをカテゴリー分類して整理することは時間の要する作業であっただろう。 

幸いにしてまた一から論文を保存していこうと思っていたため、大量の論文を一つずつフォルダに

分けていく必要はない。クラウド上でフォルダに分けて論文を整理することは、今後様々な点で役

に立つように思う。まずはもちろん、自分が何らかの領域の論文を執筆する際に、参照する論文が

どこにあるのかを把握しやすくなる。引用するための論文を探す手間が大幅に削減されたように思

う。 

その他にも、仮に今後私が何らかの講義を受け持つ時に、課題論文を選定する際にも有益だろう。

それに付随して、どの分野のどのような論文を読むべきかの推薦にも非常に役に立つ。クラウド上

に保存する対象は、基本的に読んだ論文の全てである。そうしたことから、どの論文が自分にとって

意味のあるものであったかがわかるように、ファイルのタイトルの前に星を打つなどしてレイティング

している。 
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今のところ星のあるなしだけとなっているので、レイティングに向けて星の数をもう少し増やしてみる

のも良いかと思う。論文を読んだ都度、レイティングを含めて、クラウド上にこまめに整理をしながら

保存していきたいと思う。 

昨夜、就寝前に、過去の日記を編集することの意義について改めて考えていた。実際に昨日は過

去の日記を数多く編集していた。1700本の未編集記事が残っていると考えてしまうと、少しばかり気

が重くなってしまうが、少しずつ編集を進めていけば、いつか気づかぬ間に編集が終わっているだ

ろう。とにかく小さく継続的に進めていくことが何においても大切である。 

上記の論文の保存という些細なことにおいてもそうであるし、日記の編集においてもそうである。ま

た、日々日記を書き、曲を作ることに関してもそうだろう。とにかくいきなり大きく始めようとしてはなら

ない。小さく小さく継続的に事に当たることが大切だ。人間の発達において、マクロな発達はミクロ

な発達なくしては成し遂げられないのと同じように、自分が従事する全ての活動は小さく継続的に

取り組んでいくことを何よりも大切にしなければならない。 

小さな実践に絶えず専心することによって、気づかないうちにそれが大きく積み重なっていればい

いのである。名前は忘れたが、「小さいことは良いことだ」と述べたオーストリアの経済学者の言葉が

脳裏に浮かぶ。とにかく小さな創造物を今日も積み重ねていき、小さな実践を絶えず心がけていき

たい。 

今日は五時に起床したため、その時間の外の世界は闇に包まれていた。今は六時を回り、この時

間帯から世界が明るくなり始めているのだということに気づく。ちょうど明後日から欧州ではサマータ

イムが始まる。春に向けていよいよかという心境になる。この春、私はまた大きな転換期を迎えるよう

な気がしている。こうした大きな転換期も、これまでの日々の積み重ねがあったからに違いない。夜

が明けていくフローニンゲンの空を見ながらそのようなことを思う。フローニンゲン：2018/3/24（土）

06:15　 

2318. 不思議な作りの大聖堂 

昨日の段階では、今日は一日中曇りの予報だったが、どうやら晴れ間が顔を覗かせるらしい。最高

気温も10度を越すそうであり、穏やかな雰囲気を醸し出す土曜日になりそうだ。 
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先ほど少しばかり今朝方の夢について思い出していた。夢の中で私は、ドイツにある大聖堂の中に

いた。この聖堂は一風変わった作りになっている。その聖堂は本当に巨大な建造物であり、その中

には様々な施設が入っており、この大聖堂は巨大な複合施設のような様子を呈している。 

そして何より興味深いのは、その大聖堂は一箇所に拠点があるのではなく、複数の拠点に分散す

る形で存在しているということだった。つまり、この聖堂は物理的に幾つかの地点に分けられて存在

していたのである。それらの複数の地点の移動は全て、エレベーターのような乗り物に乗って行わ

れる。不思議なことに、エレベーターのような乗り物に乗って上下に移動しているはずなのだが、な

ぜだかそれが水平移動にもなっており、大聖堂の階を上下に移動すると、物理空間上全く別の場

所に移動することになる。 

私は友人と、大聖堂の上層階にあるスポーツ施設を訪れていた。そこで何かのスポーツをするわけ

でもなく、私は施設に併設されたカフェでコーヒーを飲むことにし、友人は少しばかり散策に出かけ

た。すると、今から何かのスポーツ教室が開催されるらしく、その事前説明がカフェで行われるとの

ことらしかった。私は気にせずにカフェでコーヒーを飲んでいたのだが、これから行われるスポーツ

教室の趣旨説明をする代表のような人が私の眼の前に立っており、その人の前には数十人を超す

多くの参加者が地面に座っていた。 

私は文庫本のような小さな和書を手に持っており、それを読み続けていたが、あるところでさすがに

この場から離れた方がいいのではないかと思うようになった。私の眼の前では相変わらず同じ人物

がスポーツ教室に関する説明を続けている。そして、それを熱心に聞く何十名もの人間がそこにい

た。私は腰を上げ、ゆっくりとその場を去ることにした。 

ちょうど私の近くにいたスポーツ教室の参加者が、立ち去る私に対して微笑んだ。私も笑顔を返し、

その場を立ち去った。カフェを後にすると、先ほど一緒にいた友人と遭遇した。今度は別の場所に

移動しようということになり、またエレベーターのような乗り物に乗った。 

エレベーターがある階に到着すると、そこは私たちが行こうとしていた場所ではなかった。地図を確

認すると、目的地とは物理的にだいぶ離れた場所に来てしまったようである。その後、何度も私たち
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はエレベーターのような乗り物に乗って目的地に行こうとしたのだが、一向にそこに辿り着くことがで

きなかった。目的の階は七階なのだが、どうしても五階に辿り着いてしまう。 

ある時私は、目的の七階に行くためには、「目的階-2」のエレベーターに乗る必要あることに気づい

た。その気づきを友人に共有し、私たちは九階と表示されたエレベーターを探すことにした。その

気づきが生まれる直前、地図上に映し出される自分たちの動きが乱雑であり、どこをどのように移動

しているのか全く分からず、目的階に行くことを諦めようとしていた。だが、目的の七階に辿り着くた

めの方策が見えたことは、私たちにとって希望をもたらすものだった。 

九階のエレベーターを探しながら、私はこの大聖堂を建築した人物の工夫に対して感銘を受けた。

上の階に行くためには、一つずつ適切なエレベーターをこの物理世界の中で見つけ出さなければ

ならないということに大きな感銘を受けたのである。この大聖堂が作られた中世の時代には戦争が

あり、最上階に侵入しづらいようにこのような仕掛けがなされたのだと思った。その仕掛けの巧妙さ

に思わず唸ってしまい、私はもう一度目の前の大聖堂を仰ぎ見た。そこで夢から覚めた。フローニ

ンゲン：2018/3/24（土）06:36　　　 

【追記】 

もしかするとこの夢は、さらなる発達を遂げていくためには、この地上における最適な場所で活動に

取り組むことの重要性を示唆しているように思える。また、この世界に存在する自らにふさわしい場

所での活動は、他者と共になされる必要があることも暗示している。 

私が夢の中で友人と一緒にいたのは、彼との協働によってお互いに最適な場所をこの世界から見

つけるためだったのだろう。「目的階-2」という数式が示していることも今の自分ならよく分かる気が

する。フローニンゲン：2018/4/2（月）07:55 

2319. AIと美学：電子メールの使用を控えることについて 

今日はこれから「デジタルラーニングと学習環境」のグループ課題に集中して取り組む。昨日にイン

ターンシップレポートを集中して書き上げたのと同様に、今日もこれから集中して文書を執筆してい

く。 
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昨日諸々の学術論文をダウンロードしている中で、AIに関する哲学的な考察をしている幾つかの

論文に関心が向かった。AIの技術的な発展のみならず、今後はAIを活用する思想的な発展が実

現されていく必要性をここで強調する必要はないかもしれない。だが、そうした思想的な深さが問わ

れる日が今後必ずやってくるだろう。 

それらの論文に目を通していると、倫理の観点や自由意志の観点など、古典的な主題からAIを哲

学的に考察しているものが目立った。確かに美学というのは古典的な主題だが、美学的な観点か

らAIを考察している論文はないものだろうかとふと思った。昨日の段階ではその点について調べて

おらず、また改めて論文を探してみる必要がある。同時に、そうしたテーマについて自分でも考察

を深めていきたいと思った。 

AIというのは今後の社会において不可欠のものとなっていくだろうが、そうした存在に対して自分な

りに考えを深めていきたいと思っていたのである。その際に、すでに他の哲学者が行っている仕事

に追従する形で考察を深めていくよりも、美学といった自分が最も関心を持つ領域から独自に考察

を深めていく方が大切であると思うに至った。 

考察の出発点は兎にも角にも自分の内側になければならない。特に、自分の内側の強い要求と促

しに基づいたものでなければならない。哲学的な探究を単なる知識の習得に留めていてはならな

い。それは哲学的な探究でもなんでもないだろう。とにかく、自分を捉えてやまない関心事項を出

発点にし、そこから思索を積み重ねていくようにする。グループ課題が落ち着く午後にはまた学術

論文を読み、その中で自分の考えを少しずつ育んでいきたい。AIと美学がどのように結びつくのか

一切分からないが、それらが組み合わさる形で意味のある問題提起と考察が生まれてくることに期

待する。 

早朝の天気予報では、今日は晴れ間が顔を覗かせるはずだったのだが、一向にその気配がない。

曇り空がフローニンゲンの上空を覆っている。だが、不思議とそうした天候の中に優しさを感じてい

る自分がいる。目の前の裸の街路樹に止まっているカラスもその優しさを感じているかのようだ。 

最後に書き留めておこうと思ったのは、日々の生活の中でメールを開くことは極力減らすべきだと

いうことである。電子メールがいかに私たちの日々を慌ただしくしていることか。昨日は金曜日であり、
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この日はメールを一切開かないことにしてみた。すると、普段以上に自分の仕事に集中できることが

手に取るように分かった。これは新たな習慣にしていいだろう。確かに平日は協働プロジェクトや学

内関係の事柄があるため、メールを開かないわけにはいかない。 

だが、それがどれだけ自分の生命時間を奪い、不要な気がかりに自己を捉えることにつながってい

るかについては以前から考えていた。昨日試しにメールを開かないことによって、自分の時間が格

段に確保されたことを実感したため、まずは金曜日と日曜日にはメールを開かないようにしたいと思

う。日本と欧州の時差を考えると、金曜日の段階でメールを受け、こちらから返信をしても、相手方

に送られるのは日本時間の夜である。 

であれば、結局のところ金曜日に返信するのと日曜日に返信するのも大して差はない。とはいえ、

日曜日の夜にこちらから大量のメールを返信するのも煩わしいため、土曜日の夜に一度メールを

確認し、そこでできる限りのメールに返信し、日曜日はまたメールを開かないようにしたい。これを習

慣にすることによって、日々がまた充実したものになるのではないかと思う。フローニンゲン：2018/3/

24（土）10:01　　　 

2320. 午前中の文章執筆を振り返って：長短調の曲を作ることについて 

今朝は早朝の五時に起床して一日の活動を開始させたためか、総じて仕事がはかどった。午前中

から、「デジタルラーニングと学習環境」のコースのグループ論文に取り掛かり、先ほど自分の担当

箇所の執筆を終えた。自分の担当箇所を執筆する前に、この論文全体を私の方で編集をしていた。

この課題に一緒に取り組んでいるハーメンよりも、私の方が学術論文を書いてきた経験があるため

か、私の方で随分と編集をしていく必要があった。 

この作業は思っていた以上に時間がかかり、もう半分を残したところで最後のセクションの文章の執

筆に取り掛かった。何をどのように執筆するのかに関しては事前にイメージがあったため、まずは自

分の主張を列挙し、それに肉付けするような形で文章を執筆していった。その際に、自分の主張を

裏付けていくために五本ほど新たに論文を読んだ。そして、それらの論文を引用する形で文章を

集中して執筆していった。昼食後も継続して文章を書き続け、先ほど無事にドラフトが完成した。 
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論文の執筆後、いつものように20分ほど仮眠を取った。文章を書くことによって頭が冴えているよう

であり、今日の仮眠ではサトルの意識状態に至ることはなかった。そういえば、ここ数日も集中的に

文章を執筆することが多く、仮眠中は常に覚醒したグロス意識のままであったように思う。 

今日は土曜日であり、ようやく諸々の文章の執筆が落ち着いたので、これからは少しリラックスして

作曲実践に取り組みたいと思う。作曲実践があるおかげで本当に日々の生活が豊かになったと思

う。作曲のおかげでもたらされている精神的な豊かさには非常に感謝している。作曲実践がどれほ

ど私の精神をくつろがせ、また自由にさせてくれることか。 

さらには、自己の内面を曲として表現することに伴う独特の治癒的作用と変容作用にも多大な恩恵

を受けているように思う。論文を執筆し続けることによって張り詰めた精神をここで少しばかり解放さ

せ、緩やかなものにしたい。文章を書くことと曲を作ることの調和はそのようにして生まれていく。 

これから取り組む曲は、まずは長調として作ろうと思う。長調の曲を作ったら、実験的にそれとほぼ

同じモーチフを用いた短調の曲を作っていく。そのようにして、同種のモチーフでありながらも異な

る調に基づいて曲を作っていくことは、新しい発見や気づきをもたらしてくれるだろう。特に、二つの

調の特色を比較することができるだろう。 

両者の調が持つ独特な音色や感覚に意識を集中させる。短調の曲を作る際には、長調のモチー

フを大きく変えることはないが、ところどころアレンジしていく。日記を編集するかのように、長調の曲

を少しばかり編集していくかのようなイメージで曲を作っていく。新たにゼロから曲を作ることによっ

て得られる洞察と、既存の曲を編集する形で曲を作っていくことから得られる洞察は共通のものもあ

りながら、異なるものもあるはずだ。 

とにかく実践量と気づきの量を増やすような試みを絶えず継続させていき、作曲技術を高めていき

たいと思う。それが結局、自分の日々の生活の質をより豊かにし、作曲という創造行為を通じた社

会への深い関与を可能にしていく。フローニンゲン：2018/3/24（土）15:20　　　 
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